
活動報告 名古屋市立大学看護学部紀要 第15巻 2016

平成27年度教育研究交流委員会 国際交流事業

平成27年 度ハル リム大学医学部看護学科学生の訪問

教育研究交流委員会 金 子 典 代、嶌 田 理 佳、山 口 孝 子、

香 月 富士 日、山 口 知香枝

教育研究交流員会では国際交流の推進を続けており、平成27年 度は交流プログラムの4回 目を迎えた。本学か

らの学生派遣、ハル リム大学か らの学生受け入れを隔年で実施 しており、平成27年 度は6月22日(月)か ら6月29

日(日)の1週 間にわたりハル リム大学看護学科学生を4名 本学に受け入れ、学生間交流を行った。今年度は受け

入れと同時期 に、韓国で中東呼吸器症候群(MERS)が 拡大 しており、受け入れについては教授会で協議を行

い受け入れの審議決定を行うとともに受け入れ体制を整えた。感染予防対策を滞在中は厳重に行い、体調管理を

万全にすることを約束 し(表1)、 プログラムを実施 した。本年度のプログラムの概要を下記に報告する。

Ⅰ ハ ル リム大 学 看護 学 科生 の名 古屋 市 立 大学

看護 学部 へ の受 け入 れつ いて

1)プ ログラム内容について

(詳細プログラムは表2を 参照)

①ハル リム大学の学生に、健康科学の講義において、

韓国の医療 ・保健事情、高齢化、少子化を統計資料

に基づ く発表を依頼 した。4名 のハル リム大学の学

生は、英語で20分 にわたりプ レゼ ンテーションを行

い、教員は日本語通訳を行った。本学の受講学生か

らも多 くの質問が寄せ られ、ハル リム大学の英語力

の高さに じかに触れ、大きな刺激となったとの感想

が得られた。

②精神障がい者地域復帰支援施設、エイズ予防啓発セ

ンターの見学も計画通り実施 し、公衆衛生プログラ

ムに関するプログラムの日韓の違いの理解につながっ

た。

③生涯発達看護援助論Ⅱの演習に参加 した。学生とも

コミュニケーションもとりなが ら技術を学ぶ機会と

なり、貴重な機会であったとの感想が寄せ られた。

④病棟の見学実習はMERSの 可能性を鑑みキャンセ

ルとなったが、水野副看護部長より名市大病院、看

護体制の説明を受けた。また、看護部の計 らいによ

り、名市大病院の外来や病棟の一部の見学を実施す

ることができた。

⑤鳴子団地のまちの保健室の見学を行った。保健室の

スタッフからはプロジェクトの概要など詳細な説明

をハ ングル語も使いなが ら受けることができ、温か

い歓迎と丁寧な説明に学生にも好評であった。高齢

化の進展について日韓で行われている対策について

もスタッフとディスカ ッションを行った。

⑥シミュレーションセ ンター、看護学部実習室見学を

行い、日本と韓国で用いる医療器材、モデル等教育

機材の違いについて学んでいた。

⑦本学の国際交流に関心のある学生との交流会を実施

した。昨年度本学からハルリム大学に短期留学に行っ

た学生4名 が交流会に参加 し、また滞在中も空港ま

での見送りなど積極的に交流を行っていた。

2)学 生の選定について

①ハル リム大学の担当者教員が応募学生の日本語力、

英語力、学力等か ら4名 を選考 した。ハル リム大学

より、参加学生に対 して4万 円程度の金銭補助が出

たとのことである。

3)時 期について

①実習、講義の時期であり名市大側にはスケジュール

的には厳 しい時期ではあった。

4)名 市大の留学生寮の使用について

(川名より徒歩5分 、名市大より徒歩15分)

①日本への訪問前にパスポートのコピー、入寮申請書、

プログラム参加証明書、入寮にあたっても日本語の

4-5種 類の書類をそれぞれ提出する必要があ り、

第1回 の受け入れ(平 成25年 度)で は、相当な時間

や手続きを要 したが、本年度は学術課の尽力もあ り

非常にスムーズに実施することができた。

②最上階の最 も使いやすい4部屋を事前に用意 してい

ただき、費用は、光熱費、寝具 レンタル代 も含めす

べてで約10 ,000円(全 期間)で あり妥当であった。

利便性にも問題ないと思われる。電気のメーター、

ガスの締めへの立会いなどの必要がないように学術

課により計 らっていただ くことで教員の負担は軽減

した。



5) 参加学生からのフィー ドバック

全員の学生が、プログラム内容を高 く評価 してお

り、異文化体験、日韓比較、日本の医療看護事情を

学 ぶ 貴 重 な 機 会 とな った との 感 想 が プ ロ グ ラ ム終 了

後 に寄 せ られ た 。 詳 細 な コ メ ン トは表3の とお りで

あ る。



表3 参加学生からのプログラム評価(評 価に用いた質問と回答を列記 した)



ハ ル リム 大 学 学 生 に よ る プ レゼ ンテ ー シ ョ ン 名市大学生との交流

エ イ ズ予 防啓 発 セ ンタ ーrise 生涯発達看護援助論Ⅱ参加

なごやか暮らしの保健室訪問 鳴子団地の見学
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